
本作品は、子ども食堂を通じて実践した「食」を介した学びや遊びの活
動をふまえ、その成果や課題を抽出し、継続した活動を行うための方
策を検討したものである。これまでに実践した様々なイベントを通して
の活動の進捗がよくわかるし、課題とそれを解決するための取組が明
示されており、今後も継続、かつ発展する取組となる可能性が高いと
感じた。一方で、課題とモデルプランの関連性や「コミュニティ」の図が
わかりにくく感じた。限られた紙面で、自分たちの考えを他者に伝える
のは難しいが、よりよい方法を検討してほしい。
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